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食　　物

ビフィズス菌及びラクチュロースの卵巣摘出骨粗継症モデルラットの大腿骨に対する

骨強度増強効果　森永乳業（株）　○五十嵐稔　飯山百合子　加藤良　冨田守

　　　　　　　　　　　　　　日本女子大学　　　麻見直美　江渾郁子

(目的)ビフィズス菌は、整腸作用、ビタミン合成作用及び感染防御・免疫刺激等の働き

を持つ。一方ラクチュロースはビフィズス菌の増殖因子として知られている二糖類である。

これらの因子か乳清カルシウムの吸収に及ぼす効果についてラットを用いて検討した。

(方法)4週令SD系雌ラットに卵巣摘出手術を施し低カルシウム食(0.01%Ca,0. 3%P)で３

３日間飼育した後、①基本食(0.3!liCa,0.3%P)群、②基本食に加えビフィズス菌(B. longui)

を投与する群、③基本食にラクチュロース3 %を含みビフィズス菌(B. longum)を投与する

群の３群に分け、これらの試験｀食でさらに3 3日間飼育した。試験食に切り替える前日、

試験食開始後1 6日目及び同２ 3日目の糞便を採取しビフィズス菌の測定を行った。又、

解剖時盲腸内容物のP Hを測定するとともに、大腿骨を摘出しMD法による骨密度測定及

び骨破断試験を行った。

　(結果)１)糞便中のラット由来のビフィズス菌は①群に対し②群及び③群とも顕著な増

加を見た。　2)盲腸内容物のP Hの値は③＜②＜①群であり、特に③群は①群に比し有意

に低かった。この事は1)の結果とも一致している。　３)大腿骨破断力及び破断エネルギ

ーは①群に対し②群及び③群とも勝り、特に③群はいずれにおいても有意な増加を示した。

ラクチュロース、ビフィズス菌(B.longum)の投与は、ラット腸内のビフィズス菌の増殖を

促しその結果P Hの低下をもたらしカルシウムの吸収促進に寄与したと考えられる。この

結果、骨強度等の増加からラクチュロース及びビフィズス菌の･摂取はカルシウムの吸収の

みならず骨代謝に効果的であることが示唆された。

2Kp-6 成長期ラットの骨代謝に及ぼす低エネルギー食と運動の影響

大阪市大生活科学　○奥田豊子　谷口　香　小川典子

　　　　　　　　　　　片山洋子
　目的　骨粗松症は閉経後の女性や高齢者に多い、骨量の減少にもとづく疾患であるが、

その予防は．成長期からの食生活やライフスタイルが重要であることが指摘されている．

一方、過剰栄養から小児成人病が問題となっている．そこで、成長期ラットの骨代謝に

及ぼすエネルギー制限と運動の影響を検討した．

　方法5週齢のWisto-系雄ラットを5群に分けた. 1群は、解剖後大腿骨を採取し、レオ

ロメーターMAX RX-1600 を用いて、実験食開始前の骨強度を測定した．対照群には

20%カゼイン食を自由に摂取させ、70％制限食群には、同じ飼料を対照群の摂取量の70%

となるように投与した．低エネルギー食群には、エネルギーの摂取量は対照群の70%と

し、タンパク質やビタミン、ミネラルの摂取量は対照群と等しくなるような低エネルギ

ー食を投与した．運動群には低エネルギー食を投与し、回転式運動量測定機（シナノ製作

所）内で飼育し、自由運動させた．

　結果　運動群の走行距離は8.5±1.3km/日であった. 1ヶ月間飼育後の終体重は、対

照群〉70%制限食群＝低エネルギー食群〉運動群の順に有意に低下したが、大腿骨中の

灰分、カルシウム、リン量、骨破断強度も同様な傾向を示した．骨重量、骨長、骨マグ

ネシウム量とも運動群を除いてほぼ同様な傾向を示した．食事量を70%に制限すると、

タンパク質や微量栄養素を充分量投与しても、骨代謝を改善することｶ^できなかった．

骨粗松症の予防には、カルシウムやタンパク質ばかりではなく、エネルギー摂取の確保

が重要であることを示した.
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